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ホストアクセスを設定

ホストを自動で作成する

Host Context Agent （ HCA ）を使用してホストを自動的に検出し、検出された情報が正
しいかを確認することができます。ホストの作成は、ストレージアレイが接続されてい
るホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセスを許可するために必要な手順の1つで
す。

作業を開始する前に

Host Context Agent（HCA）がストレージアレイに接続されたすべてのホストにインストールされ、実行され
ている必要があります。HCAがインストールされ、ストレージアレイに接続されているホストは、自動的に
作成されます。HCAをインストールするには、ホストにSANtricity Storage Managerをインストールし、ホス
トオプションを選択します。HCAは、サポートされているすべてのオペレーティングシステムで使用できる
わけではありません。使用できない場合は、ホストを手動で作成する必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

自動で作成されたホストが表に表示されます。

2. HCA から提供された情報（名前、ホストタイプ、ホストポート識別子）が正しいことを確認します。

いずれかの情報を変更する必要がある場合は、ホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックしま
す。

3. *オプション：自動で作成されたホストをクラスタに追加する場合は、ホストクラスタを作成してホスト
を追加します。

結果

ホストが自動的に作成されると、ホストタイルテーブルに次の項目が表示されます。

• ホストのシステム名から取得されたホスト名。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子。

• ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。

ホストを手動で作成する

自動で検出できないホストについては、手動で作成することができます。ホストの作成
は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセス
を許可するために必要な手順の1つです。

このタスクについて

ホストを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。
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• ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. メニュー： Create [Host] をクリックします。

[ホストの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

3. ホストの設定を必要に応じて選択します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 新しいホストの名前を入力します。

ホストオペレーティングシステムのタイプ 新しいホストで実行しているオペレーティング
システムをドロップダウンリストから選択しま
す。

ホストインターフェイスタイプ *オプション：複数のタイプのホストインターフ
ェイスがストレージアレイでサポートされてい
る場合、使用するホストインターフェイスタイ
プを選択します。

ホストポート 次のいずれかを実行します。

• * I/O インターフェイス * を選択します

通常は、ホストポートはログイン済みで、ド
ロップダウンリストに表示されます。リスト
からホストポート識別子を選択することがで
きます。

• * 手動で追加 *

ホストポート識別子がリストに表示されない
場合は、ホストポートがログインしていませ
ん。HBA ユーティリティまたは iSCSI イニ
シエータユーティリティを使用して、ホスト
ポート識別子を検索してホストに関連付ける
ことができます。

ホストポート識別子を手動で入力するか、ユ
ーティリティ（一度に1つずつ）から* Host

Ports *フィールドにコピーアンドペーストで
きます。

ホストポート識別子は、一度に 1 つずつ選択
してホストに関連付ける必要がありますが、
ホストに関連付けられている識別子をいくつ
でも選択することができます。各識別子は、
［ * ホストポート * ］ フィールドに表示され
ます。必要に応じて、横の * X * を選択して
識別子を削除することもできます。
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設定 説明

CHAPイニシエータ オプション：iSCSI IQNを使用してホストポート
を選択または手動で入力した場合に、Challenge

Handshake Authentication Protocol（CHAP）
を使用して認証を行うためにストレージアレイ
へのアクセスを試みるホストが必要な場合は、
CHAP initiator *チェックボックスを選択します。
選択または手動で入力した iSCSI ホストポート
ごとに、次の手順を実行します。

• CHAP 認証用に各 iSCSI ホストイニシエータ
に設定されたものと同じ CHAP シークレッ
トを入力します。相互 CHAP 認証（ホスト
が自身をストレージアレイに対して検証し、
ストレージアレイが自身をホストに対して検
証できるようにする双方向認証）を使用する
場合は、ストレージアレイの初期セットアッ
プまたは設定変更時に CHAP シークレット
も設定する必要があります。

• ホストの認証が不要な場合は、このフィール
ドを空白のままにします。現在のとこ
ろ、System Managerで使用されるiSCSI認証
方式はCHAPだけです。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

結果

ホストの作成が完了すると、ホストに設定されている各ホストポートのデフォルト名（ユーザラベル）が作成
されます。

デフォルトのエイリアスは<`Hostname_Port Number``>です。たとえば、「ホスト IPT 」用に作成される最初
のポートのデフォルトのエイリアスは、 ipt_1 です。

ホストクラスタを作成する

同じボリュームへのI/Oアクセスを必要とするホストが複数ある場合は、ホストクラスタ
を作成します。

このタスクについて

ホストクラスタを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

• クラスタの作成に使用できるホストが複数ない場合、この処理は開始されません。

• ホストクラスタ内のホストはオペレーティングシステムが異なっていてもかまいません（異機種混在）。

• Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされてい
る必要があります。

ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付
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けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

iSCSI over TCP/IPやSRP over InfiniBandではDAは*サポートされていません。

• 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

• 名前は 30 文字以内にする必要があります。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. メニューから「Create [Host Cluster]」を選択します。

[Create Host Cluster*]ダイアログボックスが表示されます。

3. ホストクラスタの設定を必要に応じて選択します。

フィールドの詳細

設定 説明

名前 新しいホストクラスタの名前を入力します。

ホスト ドロップダウンリストから2つ以上のホストを選択します。このリストに
は、ホストクラスタにまだ含まれていないホストのみが表示されます。

4. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

選択したホストが接続されているインターフェイスタイプのData Assurance（DA）機能が異なる場合、
ホストクラスタにDAを使用できないことを示すメッセージがダイアログボックスに表示されます。この
場合、ホストクラスタにDA対応ボリュームを追加することはできません。続行するには「*はい」を選択
し、キャンセルするには「*いいえ」を選択します。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間でデ
ータが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリュームに DA を
使用すると、すべてのエラーが検出されます。

結果

新しいホストクラスタが表に表示され、その下の行に割り当てられたホストが表示されます。

ボリュームを作成します

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加
し、作成したボリュームが特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定
します。また、ボリューム作成手順では、作成する各ボリュームに特定の量の容量を割
り当てることもできます。

このタスクについて

5



ほとんどのアプリケーションタイプでは、ユーザが定義したボリューム構成がデフォルトで適用されます。一
部のアプリケーションタイプでは、ボリュームの作成時にスマートな構成が適用されます。たとえ
ば、Microsoft Exchangeアプリケーション用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メ
ールボックスに必要とされる平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定しま
す。System Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じ
て編集することもできます。

ボリュームをミラーリングする場合は、最初にミラーリングするボリュームを作成してか
ら、Storage（ボリューム）> Copy Services > Mirror a volume sibus非同期）オプションを使用
します。

ボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

手順1：ボリュームのホストを選択します

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成したボリューム
が特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。また、ボリューム作成手順では、作成
する各ボリュームに特定の量の容量を割り当てることもできます。

作業を開始する前に

• 有効なホストまたはホストクラスタが、*Hosts*タイルの下にあります。

• ホストに対してホストポート識別子が定義されている。

• DA対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされている必要があります。
ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付
けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合
があります。特定のホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

• 割り当てることができる割り当ては、ストレージアレイのボリュームごとに1つです。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数
回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに
対してすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

手順

1. 選択メニュー： Storage [Volumes]

2. メニューから[ボリュームの作成]を選択します。

Create Volumes（ボリュームの作成）*ダイアログボックスが表示されます。

3. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホストま
たはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。
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4. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、* Next *をクリックしてに
進みます [手順2：ボリュームのワークロードを選択する]。

[ワークロードの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

手順2：ボリュームのワークロードを選択する

Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange、ビデオ監視アプリケーション、VMwareなど、特定のアプリケー
ション用のワークロードを選択してストレージアレイの構成をカスタマイズします。このストレージアレイで
使用するアプリケーションがリストにない場合は、「Other application」を選択します。

このタスクについて

このタスクでは、既存のワークロード用のボリュームを作成する方法について説明します。

• アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合_アプリケーションワークロ
ードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になるように最適化さ
れたボリューム構成が提示されることがあります。「*ボリュームの追加/編集」ダイアログボックスを使
用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システムで推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削
除できます。

• _"other"_applications (または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション)を使用してボリュー
ムを作成する場合は、* Add/Edit Volumes *ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指定
します。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

◦ 既存のワークロード用のボリュームを作成する場合は、「*既存のワークロード用のボリュームを作成
する」オプションを選択します。

◦ サポート対象のアプリケーションまたは「その他」のアプリケーションに対して新しいワークロード
を定義するには、「新しいワークロードを作成」オプションを選択します。

▪ ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択しま
す。

このストレージアレイで使用するアプリケーションが表示されていない場合は、「Other」エント
リのいずれかを選択します。

▪ 作成するワークロードの名前を入力します。

2. 「 * 次へ * 」をクリックします。

3. ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられている場合は、要求された情報を
入力します。それ以外の場合は、に進みます [手順3：ボリュームを追加または編集する]。

手順3：ボリュームを追加または編集する

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

• Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続でDAがサポートされてい
る必要があります。
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DA対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します
（プールとボリュームグループの候補テーブルで「DA」の横にある「* Yes」を探します）。

System Managerでは、DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。DA 保
護は、データがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性があるエラーをチェッ
クして修正します。新しいボリュームに DA 対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、
エラーがある場合には検出されて修正されます。

ストレージアレイのコントローラで DA をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関
連付けられているホストからは DA 対応ボリュームのデータにアクセスできません。

iSCSI over TCP/IPやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

• セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリティキーを作成する必要があ
ります。

セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグルー
プを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルで、「セキュリティ対応」の横にあ
る「はい」*を探します）。

System Managerでは、ドライブセキュリティ機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提
供されます。セキュリティ対応ドライブを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外された
ドライブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号
化キー_を使用して、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方を
含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応であ
る必要があります。

このタスクについて

ボリュームはプールまたはボリュームグループから作成します。Add/Edit Volumes *ダイアログボックスに
は、ストレージアレイ上の使用可能なすべてのプールとボリュームグループが表示されます。対象となる各プ
ールおよびボリュームグループについて、使用可能なドライブの数と合計空き容量が表示されます。

アプリケーション固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループに、推奨さ
れるボリューム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB 単位で表示されます。そ
れ以外のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュームを追加してレポート容量を指定
した時点で容量が提示されます。

手順

1. 他のワークロードとアプリケーション固有のワークロードのどちらを選択したかに基づいて、次のいずれ
かの操作を実行します。

◦ その他：1つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで’新しいボリュ
ームの追加をクリックします
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フィールドの詳細

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にSystem Managerに
よってデフォルトの名前が割り当てられます。
デフォルトの名前をそのまま使用することも、
ボリュームに格納されたデータのタイプを表し
た名前を指定することもできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB

、または TiB ）を定義します。シックボリュー
ム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量
はプールまたはボリュームグループ内のドライ
ブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメー
ジ、Snapshotボリューム、ボリュームコピ
ー、およびリモートミラー）用のストレージ容
量も必要であることに注意してください。その
ため、 標準ボリュームにすべての容量を割り
当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられま
す。4GiB の倍数でない容量を割り当てた場
合、その容量は使用できません。全容量を使用
できるようにするため、 4GiB 単位で容量を指
定してください。使用不可容量が存在する場
合、その容量を使用するにはボリュームの容量
を増やすしかありません。
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フィールド 説明

セグメントサイズ（ Segment Size ） セグメントのサイジングに関する設定が表示さ
れます。これは、ボリュームグループのボリュ
ームについてのみ表示されます。セグメントサ
イズを変更することでパフォーマンスを最適化
することができます。

許容される変更後のセグメントサイズ-許容さ
れる変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサ
イズの変更後のサイズとして適切でないもの
は、ドロップダウンリストに表示されません。
通常、許容される変更後のサイズは、現在のセ
グメントサイズの倍または半分です。たとえ
ば、ボリュームの現在のセグメントサイズが
32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメン
トサイズとして 16KiB または 64KiB が許容さ
れます。

• SSDキャッシュが有効なボリューム*- SSD

キャッシュが有効なボリュームでは、セグ
メントサイズを4KiBに指定することができ
ます。4KiB のセグメントサイズを選択する
のは、 SSD キャッシュが有効なボリュー
ムで小さいブロックの I/O 処理を実行する
（ I/O ブロックサイズが 16KiB 以下の場合
など）場合のみにしてください。SSD キャ
ッシュが有効なボリュームで大きいブロッ
クのシーケンシャル処理を実行する場合
は、セグメントサイズとして 4KiB を選択
するとパフォーマンスが低下することがあ
ります。

セグメントサイズの変更にかかる時間-ボリュ
ームのセグメントサイズの変更にかかる時間
は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると
I/O パフォーマンスに影響しますが、データの
可用性は維持されます。
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フィールド 説明

セキュリティ対応 *「Secure Capable」の横には、プールまたは
ボリュームグループに属するドライブがセキュ
ア対応である場合のみ「Secure Capable」と
表示されます。

ドライブセキュリティは、ストレージアレイか
ら物理的に取り外されたドライブ上のデータへ
の不正アクセスを防止します。このオプション
は、ドライブセキュリティ機能が有効になって
いて、ストレージアレイのセキュリティキーが
設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリ
ティ対応とセキュリティ対応でないドライブの
両方を含めることができますが、暗号化機能を
使用するためにはすべてのドライブがセキュリ
ティ対応である必要があります。

ダ • 「 DA 」の横には、プールまたはボリュー
ムグループのドライブで Data Assurance

（ DA ）がサポートされている場合にの
み「 Yes 」と表示されます。

DA を使用すると、ストレージシステム全体の
データの整合性が向上します。DA を使用する
と、データがコントローラ経由でドライブに転
送される際にストレージアレイがエラーの有無
をチェックできます。新しいボリュームに DA

を使用すると、すべてのエラーが検出されま
す。

◦ アプリケーション固有のワークロード--選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を受
け入れるには、[次へ]をクリックします。選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を
変更、追加、または削除するには、[ボリュームの編集]をクリックします。
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フィールドの詳細

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームには、作成時にSystem Managerによってデフォルトの名前
が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用することも、
ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定すること
もできます。

レポート容量 新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB ）を定義し
ます。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量は
プールまたはボリュームグループ内のドライブの数と容量で決まりま
す。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュー
ムコピー、およびリモートミラー）用のストレージ容量も必要である
ことに注意してください。そのため、 標準ボリュームにすべての容量
を割り当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB の倍数でない容
量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用でき
るようにするため、 4GiB 単位で容量を指定してください。使用不可容
量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュームの容量を増や
すしかありません。

ボリュームタイプ アプリケーション固有のワークロード用に作成されたボリュームのタ
イプを示します。
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フィールド 説明

セグメントサイズ（
Segment Size ）

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリ
ュームグループのボリュームについてのみ表示されます。セグメント
サイズを変更することでパフォーマンスを最適化することができま
す。

許容される変更後のセグメントサイズ-許容される変更後のセグメント
サイズがSystem Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの
変更後のサイズとして適切でないものは、ドロップダウンリストに表
示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメン
トサイズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメ
ントサイズが 32KiB であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズ
として 16KiB または 64KiB が許容されます。

• SSDキャッシュが有効なボリューム*- SSDキャッシュが有効なボリ
ュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができま
す。4KiB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが
有効なボリュームで小さいブロックの I/O 処理を実行する（ I/O ブ
ロックサイズが 16KiB 以下の場合など）場合のみにしてくださ
い。SSD キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシー
ケンシャル処理を実行する場合は、セグメントサイズとして 4KiB

を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

セグメントサイズの変更にかかる時間-ボリュームのセグメントサイズ
の変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

• ホストからの I/O 負荷

• ボリュームの修正の優先順位

• ボリュームグループ内のドライブの数

• ドライブチャネルの数

• ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O パフォーマンスに影響
しますが、データの可用性は維持されます。

セキュリティ対応 *「Secure Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属
するドライブがセキュア対応である場合のみ「Secure Capable」と表
示されます。

ドライブセキュリティを使用すると、ストレージアレイから物理的に
取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。
このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、
ストレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使
用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリテ
ィ対応でないドライブの両方を含めることができますが、暗号化機能
を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応である必要
があります。
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フィールド 説明

ダ • 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで
Data Assurance （ DA ）がサポートされている場合にのみ「 Yes

」と表示されます。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上し
ます。DA を使用すると、データがコントローラ経由でドライブに転送
される際にストレージアレイがエラーの有無をチェックできます。新
しいボリュームに DA を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

2. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、「*次へ」をクリックし、に進みます [

手順4：ボリュームの構成を確認する]。

手順4：ボリュームの構成を確認する

作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えます。

手順

1. 作成するボリュームを確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

2. ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

結果

選択したプールとボリュームグループに新しいボリュームが作成され、All Volumes（すべてのボリューム）
テーブルに新しいボリュームが表示されます。

完了後

• アプリケーションがボリュームを使用できるように、アプリケーションホストのオペレーティングシステ
ムに対して必要な変更を行います。

• ホスト・ベースのhhot_add’ユーティリティまたはオペレーティング・システム固有のユーティリティ（
サード・パーティ・ベンダーから入手可能）を実行し’SMdevicesユーティリティを実行して’ボリューム名
とホスト・ストレージ・アレイ名を関連付けます

hot addユーティリティと’smdevicesユーティリティは’SMutilsパッケージの一部として含まれていま
す「SMutils」パッケージは、ホストがストレージアレイから認識する内容を検証するためのユーティリテ
ィの集合です。SANtricity ソフトウェアのインストールに含まれています。

ボリュームを割り当てます

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てる必
要があります。これにより、ストレージアレイ内の1つ以上のボリュームへのアクセスが
ホストまたはホストクラスタに許可されます。

作業を開始する前に

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。
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• ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数
回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

• すべてのボリュームが割り当てられている。

• ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。

次の場合、ボリュームを割り当てることはできません。

• 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

• ホストポート識別子がホストに対して定義されていない。

• すべてのボリューム割り当てが定義されている。

このタスクについて

未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストが Data Assurance （ DA ）対応かどうかで処理は
次のように異なります。

• DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

• DA 対応でないホストで DA が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前に
ボリュームの DA を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

手順

1. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

2. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て * をクリックし
ます。

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。任意の列をソートしたり、 *

Filter * ボックスに何かを入力すると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

3. 割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチェックボ
ックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

4. [Assign] をクリックして、操作を完了します。

結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

• 割り当てられたボリュームに次に使用可能な LUN 番号が受信されます。ホストはこの LUN 番号を使用し
てボリュームにアクセスします。

• ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。該当す
る場合、ホストに関連付けられているボリュームの一覧には、工場出荷時に設定されたアクセスボリュー
ムも表示されます。
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